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「割場御改法提帳」について
武谷 嘉之
はじめに
今回翻刻した史料は金沢市立近世史料館蔵、「割場御改法提帳J である。本史料は表題からも
類推できるように加賀藩の割場について提帳である。加賀藩の割場については森下徹の論考があ
る* 1。それによると加賀藩における割場とは「藩直属の足軽・小者を管轄する機関j である。つま
り金沢藩庁において発生する労働需要に対して「足軽・小者j を適宜差配するのがその業務である。
「足軽・小者j は戦時における役割を本質としていたが、江戸期に入り、平時おいては事実上の下
級労働者として藩庁の様々な仕事に割り振られていったと考えられる。森下が述べるように、近
世の雇用労働を考える上で藩の直属奉公人を実証的に分析することは重要であると思われるが、
残念ながら森下以降割場についての研究は進んで、いない。また森下の論考においても本史料への
言及はない。そこで藩の直属奉公人の、とくに近世後期における展開を明らかにするための史料
として「割場御改法提帳J をここに翻刻して研究の一助としたいと考えるものである。
なお資料が相当量であるので、今号については前半を掲載し、後半については別の機会に掲載
することとする。その際に内容についての解説も同時に掲載する予定である。
凡例
(1) 本文の漢字は常用漢字を原則とした。異体字・俗字は正字に直した。常用漢字にない文字
についても現行表記を優先したが、慣用表現及び固有名詞等、特に書き分けられていると判
断した場合は原史料のままとした。
(2) ひらがな・カタカナの区別は原本どおりとした。変体仮名についてはひらがなになおした。
ただし助詞の「江(え)J ・「而(て)J ・「与(と )J ・「者(は)J ・「茂(も )J 等については原史料のまま
とした。
(3) í井J ?P?J í l5' J などは原史料のままとした。
(4) 閥字については一字あけとした。
(5) 紙面の都合上縦書きを横書きとせざるを得なかったが、なるべく原史料の体裁を保持する
ように努めた。ただし句読点や並列点(・)等は適宜補ったO また、読解の便を考えて内容的
に 1 行あけとした箇所がある。また原史料では各「提」ごとに頁が改められているが、 í(以
本 1 森下徹「加賀藩割場と足軽・小者J (~史皐雑誌』第 99 巻、第 3 号)。
※ 本稿は2006年度科学研究費補助金(課題番号18730233) による成果の一部である。
金沢市立玉川図書館近世史料館の方々には、本史料の撮影に際し、御助力いただいた。また本史料の公開
についても快く了承下さった。記して謝意を表したい。
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下この頁余白)J として頁を改めることはしなかった。
(6) 原史料の破損・虫食いその他、判読困難な文字については口を当てた。
筆者は2006年度の科研費助成研究として近世における建築労働者の賃銀史料等のデータベース
を作成するという作業の途上において、本史料を撮影し、本史料が武家奉公人についての新しい
知見を提供するものであると感じた。筆者の喫緊の課題である大工を中心とした建築労働者の存
在形態を探ることには、残念ながら直接に関係したものではなかったが、上記の点から翻刻しひ
ろく学会に提供する価値のある史料であると考えていたところ、今回川本芳子の協力を得て史料
を翻刻し、公表することができた。本史料の撮影においては奈良産業大学武谷ゼミの森篤に補助
をお願いした。翻刻にあたっては川本が一端全体を通して翻刻し、その後武谷が文意をとりつつ
訂正、補遣を行った。最終責任は武谷にある。
(表紙)
天明五年乙巳十月
割場御改法提帳
(本文)
22 
「割場内御改法」
天明五年十月、割場向御改法石野主殿助を以被仰出、青木新右衛門泰之、同日B割場棟取
役井手伝役等被仰付候事
十月十二日金谷御殿於御次御書立相渡、御横田足軽ヲ初諸方広指紙面を以請取候、足軽小
者人指を以申越候儀者割場奉行承届不申、御奉公不)1頂ニ無之様掛渡可申、然共御横目足軽者
人指を以申越候儀茂可有之、此分者外御用ニ不相障候者指人可相渡旨御書立別帳ニ記置候
事
割場内諾役所御改法夫々勤方提帳相渡言上仕候事
諸役所共日々之御用成限り其日切ニ取捌日延ニ相成不申様可佐、嘗夜ニ入少ハ御費相成申儀
有之候共、諸算用等者別而早速ニ決算仕置、都而御用向兎角其日切ニ相仕廻可申、御用多之
節ハ早朝B罷出可申儀、 E諸役所共古来B人多ニ相見候条加入或手伝等人少ニ而御用弁候様
被仰出之趣御用番本多安房守殿被仰渡候事
足軽小者交代之儀、向後者御年寄衆御詮議無之割場奉行B御年寄衆江相達候通被聞届筈ニ
候条、下々之儀而己ヲ相厭御不益ヲモ不顧旗本有之者、奉行井棟取役之者越度ニ可被仰
付棟取役之者共詮議之趣奉行聞届不質儀茂有之候者、棟取役之者共広言上可仕、若左様之
儀言上不仕ニおいてハ棟取共厳敷迷惑可被仰付段御書立金谷御殿御次宕御渡之事
割場附組数一組ニ小頭井足軽共人数弐拾弐人宛ニ仕五拾組ニ仕置可申当時人高相揃不申候
者、先二三組明組ニ仕置病死仕候者之代者追而可被 召抱、且諸手合足軽共之内其先々宕
小頭ニ相願被仰付候もの割場向ニ指支候趣有之、以後者小頭ニ被仰付候様相願候節ノ、
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害i場奉行ニ而永読之上、否永合相願候様可仕旨被仰出之御書立前田土佐守殿御渡候事
御先巳ノ筒足軽之内致病死候者代人之外ニ当時欠人有之分此度害IJ場附足軽之内B被指加候
段御書立前田土佐守殿御渡之事
唯今迄足軽小者不参銀と申銀子取立候、一方之御手当ニ相成候程之銀高ニ而茂無之、只今迄
年中不参銀足軽小者之分共ニ漸弐三百目ニ不過銀ニ御座候市、却而下々油断之形相成候所、
不参銀指止候事
小者之分休食番等之儀、是迄之御指定程々詮議仕候上、一端相改候形有之候而茂其混雑ニ
御座候故、今般相改候休日之指定ニ候事
小者御雇料被下召仕候儀、惣市日用入高等之しらへ方詮議之趣ハ他役所よりしらへ申儀者難
相分候、足軽奉行人手前ニ有之儀御座候所、今般休日之小者御雇申渡其除御人入用高ニ応日
用を雇申趣ニ御座候事
割場組数以後五拾組ニ御指定一組小頭共弐拾弐人宛ニ仕、当時御人相揃不申分者先二三組
明置、追市五拾組ニ為揃候様今般被仰出候、二三組明置候市以後是非不足之二三組為揃
申ニ不及、追而外組割場支配ニ被仰付候得者、自然ニ五拾組ニ揃可申事
足軽小者病死仕候者之代人以来茂追々被召抱筈被 召抱方之御作法夫々之役所提帳ニ有
之事
役所相仕廻奉行人退出後、諸方広申来品有之夫々申渡品有之節者、入組不申儀留書共江迫申
遣詮議之筋有之儀等者棟取迄可申遣、且同役廻状等者大抵之御用者夜分廻状者見合、翌早
朝ニ廻状等為仕候様、其時々奉行人広可申渡事
巳十一月十九日土佐守殿大炊殿御列座ニ而、是以後足軽之分御当地江戸表共小袖上下御合改、
之外御貸羽織袴を指止候趣御紙面御渡、且御城中掃除方御用割場手掃除与折込御用弁方被
仰渡委曲御紙面共御改法方留帳ニ記有之、同日足軽共唯今迄参荷銀与申指出候分、来午ノ歳
広取立方指止、夫々御仕法帳面出来之事
足軽小者御人払大割書役之者広毎日相しらへ奉行所江指出見届印章仕分、今般右役人指止足
軽人割方小者才許留書共三ヶ所広御人払毎日見安キ書法申渡置候得共、猶更惣御人高等井御
人払方増減之儀心付見届印章可仕事
左之御書立巳十一月二十一日御用番大隅守殿御渡ニ付、惣小頭弁小者才許・掃除才許江触出
候事
語頭等広組支配等之者共之行、諸心得等善悪共少茂不指控可申上候、惣而何を事ニ寄
セ 御尋有之候得者申上候形ニ茂相見候、是ノ、頭等心得不宜候話而可達御聴候害者
弐拾 年余、弐三拾ヶ年皆勤杯いたし身之行宜御奉公精ニ入張込相勤候者杯ノ\別市時
を不待可申上候、是以後延引有之候者其頭可為越度候此趣夫々可被申渡候事
右之通被仰出候条被得其意向役中可有伝達候事
足軽小者井役小者日用等御人払三役所広場印ヲ請候節御人仕ヒ方之処、心付吟味候有之事
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右今般割場御改法被 仰出相改候役所提帳を以申渡、其外御先規之通ニ候故遂一不書載候、
尤追々後格ニ相成申詮儀之品有之候者此帳面書記可申事
天明五年十一月 奉行所
天明六年正月十一日
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左之通御書立佐々木兵庫を以被仰出夫々申渡候事
割場足軽共弓鉄砲之役有之者ニ而茂捧和儀人々心懸申儀ハ尤之事ニ候、指南仕候者相
撰、寄々弟子取立候様可申付、指南之儀者足軽ニ不限候、又家中之内ニ而茂術有之者江
たより御奉公之透々稽古為仕可申候
右之通被仰出候事
但稽古所相建候儀失墜有之儀茂候者承届入用等少分之儀者承届可遂詮議事
正月
(以下この貰余白)
「棟取所役所旋j
今般割場御改法ニ付棟取役被 仰付、是以後万端場格相乱不申縮方之儀ハ一々ケ候ニ書記
不申共人々覚悟可有之、是以後場格相乱候者棟取所可為越度事
割場内諸役所寓端様子吟味有之、各存寄次第指図可有之、其指図之次第可被心得事
諸定役相撰候節、奉行人棟取所可為詮議足軽定役ニ撰候儀者組々小頭B撰人為書出候上、
棟取所ニ而悉吟味相撰可被申聞事
但御横目役之外組附足軽之分者相撰候上定役申渡不指支哉之旨一往其頭江相尋候上可
申渡候事
小頭相撰候節、只今ニ而者割場ニ而小頭ニ被仰付裁許茂得仕可申器量之者或身分'慎方等之
儀茂棟取方ニ而可有吟味候、当分役を茂勤兼可申体之者者定役年切而巳ニ市小頭撰者之有間
敷、年切之御加恩等願方者別段之事ニ候、尤以後者名前を以小頭ニ相願勤切之様子相札奉
願筈、今般左之通被仰出之段己十月晦日前田土佐守殿御趣紙御渡有之事
諸手合足軽共之内勤切ニ依而其先々広相願小頭被 仰付候者も有之候、左候而者割場
向ニ而指支之趣有之候間以後者小頭ニ被 仰付候様相願候節者割場奉行江永談上相願
候様可仕旨被仰出候問、何れ広相願候共害IJ場奉行江永合否致詮議候様被仰出候事
十月
手先江渡置候定役之者小頭ニ相撰候節者、其役支配之方江一往割場広様子承合候上小頭等
ニ相撰可願事
小頭ニ相撰候節、御横目足軽之内15第一相撰可申、且定役之内広御横目役撰ニ市転役為仕可
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申儀杯可有詮議事
小者小頭撰之儀者小者才許より書出候上猶更各吟味可有之事
日用頭之儀於棟取所随分縮方被申付、都而勤方可有吟味事
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足軽被召抱候節撰之儀、組々小頭撰方偉抹無之様可被申談儀ニ候、右撰方出生等之儀、且
只今迄之身分・様子等悉入念可申、若金抹出有之者其小頭可為越度候、惣市芸能相噌罷在者
者撰方可有之、且本文足軽之御奉公振ニ指支可申体之者者相撰申間敷儀ニ候事
足軽之中筋目有之者、且実子兄弟之儀者御定之長ケニ未満、或追付御用ニ茂相立可申体之
未熟与申者者撰方可有之、尤御年寄衆江相願可申筋茂有之儀ニ候事一 足軽被召抱候節
前々之御定之通十五歳B四十歳迄、長ケ者五尺三寸広被召抱筈ニ候事
足軽被召抱儀撰方前々之御定之趣急度可被相心得、且先々B名前を以割場附足軽ニ可
被召抱段被仰渡候者召抱方是又前々之趣可被相心得事
御蔵附足軽 ー御露地木作足軽
会所紙細工足軽
時計師足軽
一御検薬足軽
右之類被召抱候節尺見分不及、井手諸不為相調候事
江戸牢屋番人 一江戸詰不仕小者之分
右前々之通尺見分ニ不及可被召抱事
足軽小者相煩番引仕者拙者共承届候上者、人割方小頭井小者才
許広煩人名前所附小紙を以御横目足軽江申達害、御横目足軽了簡次第見廻り折々者様子棟取
所江申達候様御横目足軽江渡置候行歩願之書付且小頭役所引書付者御横目足軽江被相渡事
但忌引之儀者不及其沙汰且病人しらへ方帳人割所ニ有之事
小頭六十歳ニ不満者病気ニ而一ヶ年余役所引罷在者ハ小頭指除候様可有詮議、或勤切之様
子ニ茂可有之儀、是等之儀者棟取所第一之勤方ニ可有之候、平足軽之儀者一ヶ年余相煩罷
在者者御達申上御算用湯江茂相達御切米皆ニ遠所米ニ而請取可被相渡事
但平足軽ニ而茂六十歳以上之者者願之品可有之事
今般御改法ニ付指止候ケ所左之通
足軽大割書所 小者大割書所
急切足軽三拾人
小者上裁許小頭
割場御道具番定役
足軽小者着束(米カ)方定役
触番上才許小頭
足軽諸方江掛渡切手寄役人小頭
足軽触番定役
割場御入用諸切手取扱御用小頭定役
割場内主付諸役人役所次第左之通、依市転役等為致候儀茂可有之候之条、惣而割場内定役
之足軽者手算不達者成者相撰被申間敷事
棟取所 物書所但足軽由緒改兼帯
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足軽人割所 足軽路銀所
余荷銀勘定所 算用所井御家中雇通日用人足賃銀取立方兼帯
足軽諸返上取立所
宗門改方井割場御入用仕立方足軽小頭詰所
〆
小者裁許
掃除才許
〆三ケ所
日用頭詰所
〆
留書所但割場御道具才許役小者日用懸割急支配方御用
足軽定役勤ケ所
足軽小者諸方江相渡置候分御人多相見へ申ヶ所毎月ニ時々両役所江棟取所より吟味可有之事
人割足軽定役御指止、且小者才許人数御減少ニ付、指懸り右役儀不申渡市ハ不叶儀出来之節
者口達之通可被相心得候事
割場内御定之料紙ニ而不足之節者各手前ニ而被遂詮議不叶趣候者五厘宛取立之料紙代之内
を以買上之儀可被談候、尤不時料紙請取切手可被取置候事
小者役小者日用入交諸方江掛渡候員数ヶ所帳面一冊取立置諸方人多ニ相渡り居候ヶ所者心付
可有詮議候、右帳面取暁小者所江可被申談候事
足軽小者御人配り主付御用無之小頭勤方之儀只今迄之通可有裁許候事
是以後惣足軽広料紙代壱人15五厘宛組々広指出候者銀子者留書所等江相渡置被申候而各手
前ニ雨入払算用可有之候、毎年三拾五匁宛人割所江被相渡相残銀之内を以無接所料紙等不
足買上、是又各手前ニ可有詮議事
足軽服忌之儀前々之通候事
足軽組屋敷家作仕ニ付家作引十五日可被下、組屋敷ニ家買請破損修理仕度願十日為引可申候
事
割場御貸衣類留書才許仕取扱者割場定役小遣ニ為致候ニ付、若留書才許致方不宜候者早速
定役小遣可申断、若断及延引候者小遣急度迷惑ニ可申渡段急々可被申渡事
足軽小者割場内諾役人江御礼勤之外無用之見廻江戸表等江文通都市指止候様可被申談事
足軽小者江戸交代為仕方、唯今迄御年寄衆御詮議ニ候得共、以後者交代ニ指遣候節割場奉
行B紙面を以御届申次第、御年寄衆御聞届之節ニ被仰出置、依之下々之事百巳相厭ひ御不
益を茂不顧仕形於有之者、奉行人井頭取役之者共越度ニ可被仰付段、今般被仰出候条、
各其，心得可有之儀ニ候事
棟取所詮議之趣奉行人間請不宜時者棟取中B直ニ言上仕可申、若左様之品言上を茂不仕候
者棟取之者厳重ニ御答可被様旨被仰出候条、以来厳重ニ可被相心得事
割場方料紙請取方井払方留書江相渡置候帳面之通ニ候、不時御用手当月次渡り之内を以除置、
「割場御改法提帳」について 27 
此除置候広極月ニ至留書所勘定相立候者翌年正月之月次請取高減方棟取所ニ而可有詮議事
御前様方御附足軽病死代等手先ニ雨被召抱之段、印章之紙面出来之筈ニ候足軽惣高増之儀
人割江可被申談、尤右足軽御当地ニ罷在候者割場出人ニ可致頭等広為組用請取度段申来候者
各詮議可有之事
位江戸表ぶ罷帰在之者等都而組用等ニ請取置申者芙段御年寄衆β入紙面御渡可成儀ニ
候条、時々可有詮議事
足軽被召抱候節町人受人相立来り候得共、是以後指止一類之内御家人ニ而無之者両人由緒
請相立可申儀委曲小頭勤方控帳ニ記置候事
右之条々可被相守候各方勤向之儀逐一ニ者不申談候条万端割場方御作法相調申様後役之
人々江可被申談候以上
天明玉年十一月 奉行所
棟取所
(以下この頁余白)
f物書小頭勤方提」
今般割場御改法ニ付物書小頭定役人人申付江戸四入金沢四人年而相勤可申候、右定役之内病
人・故障・裁許用等有之節当分仕損可申候、役所引承り相成申者有之節者加入之儀其節ニ至
可申渡、其外加人相渡不申、書写仕儀格別御用多之節当座加人等可申渡事
言上紙面御年寄衆等江御届申品取捌無間違様相しらへ可申、前日之儀申送帳之表聾留書所手
前等承合言上井夫々達シ方不相洩様第一ニ心得可申事
諾方諸手合懸合之紙面応答前々之通相心得、尤入組申紙面之分草案仕可有詮議諸手合広至
来之諸紙面諸役人披見不相洩様可申談江戸等送紙面相調候節棟取所初役所'-../承合申遣儀
共不相洩様可，心得事
変事一巻惣而公事場御定之趣兼而致詮議相心得罷在前例等相尋候節随分不指支様常々心懸
可申候、指懸り候節之御用支無之様者方中心懸可申事
割場支配御番所御門方等御定之儀者勿論諸番所江相渡有之御道具之其外渡り物等一許可有
取暁儀前々之通ニ候、其方中役所相済候後、怪ク定り候儀者留書所広可取暁儀も可有之候得
共御門方等御定之儀不怪儀ニ候問、不依何時割場江罷出取暁可仕順番等夫々可申達置事
足軽由緒一類附其外請合状之類前々広其方中役所江相渡置候今般相改急度其方中江才許申
渡候条右一類附年入置候箪笥ノ\棟取中其方中相対ニいたし拙者共指図無之封切申間敷事
惣而物書所役所之儀棟取所同事之役所ニ候条万端其心得を以相勤棟取所広御用取暁相洩候
体致見聞侯者早速心付之趣可申達品ニB拙者共江茂可申聞候、其外前々御格之通候之条一々
書記不申渡候事
27 
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武谷嘉之
江戸表同役中江御用儀共申遣紙面町飛脚出日ニ相成候而者相洩申儀茂可有之手透次第調懸置
可申事
右之条々急度相守、若同役之内心得違之体有之断延引ニ相成候者何茂迷惑ニ申付候条可有其
心得候事
天明五年十月 奉行所
物書定役小頭中
(以下この頁余白)
「惣足軽御用仕方役所提」
今般御改法ニ付是以後人割定役指止御当地ニ而人割役所小頭七人主付申渡候問、手伝足軽
弐人可相渡当日之御用ニ市甚手張候者詰人之内B致指図為手伝可申候、主付小頭之内控番茂
極置可申候事
御先手組割場附等折込惣足軽組分名帳一冊井いろは附頭寄ニ仕惣足軽名帳一冊梼置此し、ろ
は頭寄帳ニ者誰組或割場附小頭誰住所歳耐弓鉄勉組々相印シ書入可置候事
但居所替只今迄之通取立候者其度々無門違書直歳附毎歳正月十六日迄ニ相改可申候事
諸御門井所々番人諸方江相渡置候足軽名帳一冊可椿置事
但何月何日B相渡置候儀書記此帳面毎日相しらへ候後御横目足軽相対之事
惣足軽器量撰之帳頭分ニ排置可申候事
但上中下撰相印付置可申事
惣足軽六十歳以上之者弁弱者しらへ方帳一冊梼置可申事
無役之足軽其日之御用ニ仕ヒ可申者仕ヒ方しらへ帳ニ御用ニ而仕ヒ候者印シヲ入、諸方懸替
有之候者其諸等ニ書入可申候、且仕ヒ方小紙ニ書記相見御横目足軽為致印章、尤能消候処茂
為致印章毎月朔日ニ前月分見届場印ヲ請、只今迄之大割しらへ方差止申事
是以後足軽仕ヒ方所江御横目足軽罷出申筈ニ候条相見為致可申候、尤御横目足軽宕尋申品逐
一可申解事
惣市帳面共写仕儀停止之事
諸定役足軽名帳一冊捺置可申事
諸方前誓調有之者急而撰置可申候、且道中御用向不残手懸不申者懸渡り指支申諾用向ケ所し
らへ置可申事
今般被仰出諸方B指人ニ而相渡申儀者無之候得共、於其先々御用弁方ニ指支ニ相成申者茂
可有之ヶ様之儀者役人随分心懸置しらへ方仕置可申事
飛脚御用順先之者六人極置急切諸人之内ニ指加置見斗当座御用等ニ仕ヒ候儀茂可有之併手
間取候御用ニ者召仕ヒ申間敷候事
「害IJ場御改法提帳」について 29 
急、切為諸人朝六半時広昼迄参拾人、昼広暮頃迄拾人、タ七時B翌朝迄拾人為詰、只今迄之三
拾人除置候、急切御用詰人指止可申併夜分ハ御手当有之儀故詰人見計増減仕儀、或当分世
話役之者相立候儀茂見斗可申付候、併承り世話役之類為主付候f義者無用之事
月行事しらへ方帳一冊子存置可申事
足軽病気等ニ而番引仕罷在者者御横目足軽透々見廻候様申渡候間名前所付其時々御横目足軽
江相達可申候、是以後不参銀指止候事
諸定役相撰候イ義者組h小頭江申渡撰為書出、其上之撰方之儀ハ棟取所勤方ニ申渡置候得共、
一住人割方役所江茂為承合申儀有之節者其撰之者様子心付之品無泥可申断若又様子杯罷在
胸中ニ匿置申談追市及承ニおゐてハ急度相答可申事
江戸米送所江相詰有之者帳面一冊椿置可申事
小頭両人共定役等ニ而遠所江罷越有之中者兼才許小頭申渡在之候得とも、組合世話仕候足軽
急而断有之名前之者組用ニ付仕ヒ方致猶議候儀者只今迄之通相計可申事
喧嘩巡懸者、役中広請人御用申来候者、早速只今迄之通諸方為呼立、先当番之内15壱入場所
江走付御人相揃候儀見届頭中江相渡可罷越候之事
但夜中者相番之者方江早速可申遣事
御横目足軽宕印鑑取立可相渡候条帳面搭請置可申事
御用向拙者其承棟取所等広口達詮議之趣等有之瑚者其方中手前ニ申送帳静置申談候者名前
茂記置可申事
惣足軽増減棟取所等広申談相洩候哉、日々相改御横目足軽江茂増減否可申達候事
諸番所諸役所江懸渡置候御人懸替候節詮議之趣共御横目足軽江茂為申聞可置候事
先々B足軽仕ヒ切手請取申ニ不及御人受取先々広之入成面且掲
紙面を以増減相調へ置只今迄之切手寄等役人相正可申事
但渡方之儀者御人受取切手紙面等無違様可相，心得事
諸方押紙面相帳措置可申事
諸方御人懸替方左之通
三之御丸腰懸縮
二之御丸腰懸縮
金谷御殿奥之口ニ枚開外番人
同所御居間先仮碁所番人
御門前町辻番人
金谷御殿向辻番人
西丁口御門番人
坂下御門番人
紺屋坂御門番人
金谷御式台番入
金谷御殿御舞台続昼夜番人
不明御門番人
七拾間外柵御門番人
金谷御殿後堀源辻番人
新坂之上辻番人
金谷外柵御門番人
新坂柵御門番人
紺屋坂之上腰懸縮番人
29 
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東之御丸御土蔵番人 二之御丸裏御式台番人
尾坂口御門番人 コ之御丸南御問蕃人
東之御丸附濫番人 二之御丸御式台前番人
東之御丸御門番人 薪御丸御門番人
御本丸御門番人 金谷御文庫番人
金谷御文庫御舞台足布番人 金谷御文庫入口二枚開御門番人
表御式台番人 二之御丸裏御式台脇新口番人
石川御門腰懸縮 河北御門腰懸縮
右之ヶ所者三十日毎ニ入替可申事
御算用場御加祢番人 御箆蔵番人
堂形御厩入口番人 元作事後辻番人
右之ヶ所老人等入交三十日毎ニ入替可申事
下御台所入口番人 越後屋鋪御土蔵番人
御算用場入口番人 宝図寺門番人
如来寺門番人
天徳院御土蔵番人
会所入口御門番人
御宮口御門番人
二之御丸廉御門番人
上御台所入口番人
天徳院御墓番人
御険尺小屋入口番人
甚大門坂番人
御花畑番人
御作事所入口番人
右之ヶ所老人入交五十日毎ニ懸替可申事
金沢町廻り
右十五日毎ニ入替可申事
栗ヶ崎御亭番人
野田御墓番人
於能別奥村中替縮番人
野田塩消蔵引越番人
田上塩消蔵引越番人
右五ヶ所之分者是迄之通組当順番を以為相勤可申事
御台所同心加人 炭薪所御用
聖堂限取立方御用 会所御荷物調方御用
会所入立所御用 同所銀留所御用
同所留書加入
会所御入用仕立
同所通馬賃銀取立御用
小払所御用
会所銀しらへ方御用
会所取次
御服所料紙所御用井諸算用御用
御旅所御用
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堂形御奉行渡方御用 御厩留書加人
御中間小頭加人 表御納戸留書加人
御鶴方御用 御細工所留書
御普請会所御道具之調方御用 越後屋敷取次加人
奥御納戸留書加入 玉銀才領諸御用
御箆蔵懸り小頭手伝 会所木具方御用
割場脇御道具所御用 御願帳方加人
金谷御慶式取次加人 二御丸御普請所留書
御台所御水才領 御留守居方加人
二御丸御慶式御水才領 公事場附足軽加人
非人小屋御用加人
右之ヶ所三十日毎ニ入替可申事
仮御横目足軽 金谷奥御納戸留書加人
右指替候沙汰無之
割場御入用方仕立帳調御用 定検地方御用
割場通馬賃銀取立御用 事言場歳渡御用
諸方御土蔵上銀御用 足軽諸返上方小頭手伝
御法事方御用 御射手御異風中寄御用
右之ヶ所当分御用ニ候条御用相済候迄懸替申間敷候事
諸番所諸役所御人入替候儀一時ニ入替仕間敷病気等ニ而入替一時ニ相成候者副外之事
諸番所諸役所御人入替候節、諸役所15役所江指遣申体之入替方有之間敷、併書算等仕者ニ
而書算向御用立申者故仕方格別ニ相立申者ノ\其趣棟取所江茂急而申達置相見仕、御横目足軽
江茂可為申闇惣市御人仕ヒ方因ミ之趣を以仕ヒ方於有之ハ急度曲事可被仰付候、外々広風
説於承者御吟味可懸候条、此段相心得何等之儀茂棟取所江可及永談棟取所B申談不心得之
儀有之節者拙者共江早速可申断事
足軽を以他国御使被遣候節者急而組当り順番ニ相極置御用相弁可申事
御城御近火其外ニ而茂大火ニ相成候者罷出申筈ニ候寄人名札を取立割場惣入口江主付之内
広罷出有之可有吟味事
是軽番引之者書記帳面一冊t存誰何日広何病煩旨書記其時々拙者共印章ヲ請可申候事
右之条々急度相守、若同役之内心得違之体外々宕風間於有之者同役一統之可及致儀候条見分
之様子早速拙者とも江可申断候、且ヶ僚ニ相洩候儀於有之ハ追市此帳面書加可相渡其時々場
印請置可申候追々詮議之趣有之提帳面紙不足相成時者於拙者共前足紙之上口張等相改可申
事
31 
32 
天明五年乙巳十月 奉行所
追加
足軽御用仕方役所
小頭中
武谷嘉之
是以後変事之儀ニ市足軽共為呼立候イ義者前々之通ニ候為呼立候程之儀ニ而茂無之急々御人
為揃候節者定役当分掛り諸手合江相渡置候者之無差別候上使を以罷出候様可申渡右使之者
江可断品々申解之儀者承届申問敷候人々罷出候而外御用有之品々其方中江申断筈在宅仕候市
不罷出者於有之而者可有吟味事
天明六年三月廿七日
左之御書立佐々木兵庫を以被仰出候事
盗賊改方江被懸渡候足軽加入之者共毎度被懸替候ニ付指支候趣共有之段松尾縫殿広申聞
委曲達 御極候処御改法以後者猶更諸向加人足軽毎度懸替申儀ニハ候得共改方之儀者無
接趣共ニ候間縫殿広懸替之儀申入候者格)5lj無左候者当時相勤候者共懸替不申様可相心得
旨被仰出候事
三月
「足軽江戸表詰人組順番割方提J
足軽小頭江戸表詰人指定之人数追而可申渡事
定役足軽江戸為詰方之儀者只今迄之通ニ候事
(以下この頁余白)
平足軽之儀者追而江戸表御改法之上詰人之人数御指定可申渡候、是以後組順番之害IJ方ヶ候
ニ記置候例を以順番立置可申事
当分平足軽江戸詰人四百弐拾人与相立其生を以可算事
江戸表S可相返者茂一組人数当り指定メ之人数ニ麿シ交代為仕可申事
此帳面毎年正月四日諾組人数帳与横山多門附多賀遁角附両組之同心人数引合候而詰人之人数
割指定帳三冊出来、一冊者御人割所ニ指置、一冊者小頭詰所江相渡置、一冊者江戸表御人
割所江指遣置可申事
但四日後増減来年改申迄者貧忘無之事
江戸表詰人組当り人数之次第
無役高何人
一何人何歩 誰才許
同高何人
一何人何歩 誰才許
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同高何人
何人何歩 誰才許
江戸表江御人被遣節者順先之組之小頭迄江戸表江可参者名書致立指遣可申事
御持方足軽不時詰之分者定役足軽之通ニ相心得可申事
33 
誰組当之処外組之者与座替仕儀者地他共双方小頭S人割方役所井小頭詰所江相届置可申事
於江戸表小頭詰所江者金沢送り之帳面人割方広写相渡置可申事
江戸表江中早々歩ニ而被遣詰人右組当り之順を以無間違様ニ御用詰為致置可申事
但老人弱者等多指懸り組当り御用先指支候ハ\其組当り之者広申合外組之数合候儀者勝
手次第之事
組々江戸詰人高一組之正当人数見様者害者拾五人無役在之組者拾五人ニ四百弐拾人ヲ懸ケ
得数ニ惣無役高之人数を以割之候得者一組之江戸詰人之人高候事
江戸表詰人増減者本正之人数ニ臆時々詮議等之儀相心得増減可仕事
右之条々急度相守可申候只今詮議相洩候品者追市書加相渡可申候以上
天明五年十一月 奉行所
人割方小頭中
(以下この頁余白)
「足軽路銀裁許勤方提J
今般割場御改法ニ付只今之振ニ相改候品々当面ニ記相渡候、其外者前々之通相心得万端しら
へ方意義抹仕間鋪御算用場江届之品等相洩申間敷詮議者品於有之者棟取所江可及永談事
江戸等往来足軽渡物都而只今迄之通年中御扶持方代一ヶ年御算用仕立申棚、江戸・京・大坂・
大津詰人此分与他国等江御使ニ被遣路銀之分二ヶ所ニ〆口相立井惣〆銀高仕置可申事
御領国他国等江足軽御使被遣節被下方左之通
御領国之内江足軽常歩ニ市使ニ被遣候節目数五日迄ニ相済申御用者髄御上被下方弐分之宿
賃迄被下筈ニ候条、一ヶ月切ニしらへ毎月受取可相渡、日数六日以上懸り申御用者宿賃共一
日壱人壱匁宛被下外渡物無之事
御領国之内江中早之歩ニ而被遣節者渡物只今迄之通ニ候事
他国江常歩ニ而御使ニ被遣候節者只今迄之御定之通路銀被下外ニ一里弐分五厘宛之馬銀被
下筈、中早之歩ニ市被遣節者路銀之外ニー里三分五厘宛之馬銀被下筈、此図り以算用仕可相
渡事
難船為御用他国江被遣足軽江者路銀之外ニ壱人江銀三百回口御算用場御貸渡之筈ニ候条、罷
帰候上路銀馬銀前段定之通本勘指引相立請取不足有之候者早速請取可相渡、過渡り候者本
勘相極日数廿日之内ニ取立上済可仕、若上納延引ニ候者棟取所江可申断事
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宿賃迄之分或六日以上之御用共先々広御用申渡之方S印章紙面取請指出紙面留帳面場印を以
割印を請置可申、場立之分者承届之奉行人印章を控帳ニ受置可申事
御領国早飛脚路銀拾里ニ付弐匁
御領国中飛脚路銀拾里壱匁弐分八厘
他国江早飛脚路銀拾里弐匁五分
他国江中飛脚路銀拾里壱匁六分
他国江常歩路銀拾里壱匁弐分
早飛脚為御用毎年壱貫目宛請取置候銀子しらへ方於有之ハ路銀才許何茂迷惑ニ可申付候事
右ヶ条之趣人々急度相守金銀取扱之儀ニ候間無油断相心得可申候以上
乙巳十一月 奉行所
足軽路銀才許
小頭中
(以下この頁余白)
「惣足軽小頭江申渡方j
今般割場之内諸役所御改法被仰渡候間提之通厳重ニ相心得候様常々才許之者共江可申渡事
諸定役相撰候節小頭々々江触付候間常々才許之内御用ニ茂可相立者見立置撰出可申候因ミ之
趣を以撰書指出候者急度越度可申渡候事
才許之内若キ者共行状之儀不正者者急度懸異見承引不致者者棟取中江内分相達永談可有之
事
裁許之者家内人数井年附年切居所宗旨等平生相札置可申儀者改申渡迄ニ茂不及候得共不心
得之小頭茂有之体ニ候、以後急度相来L置相尋候節不指支様相心得可申事
足軽請人之儀毎度相改請人之内欠人病死人有之候者急来為立替小頭於宅請人相見を以判元
見届棟取所江相違請合状取替可申事
被召抱人請縮請人判元見届之儀者向後割場江請人共召込罷出棟取所於前小頭中判元見届
可申事
足軽被召抱候節奉公人素性相来L小者奉公売買等仕候者足軽器量無之者相撰差出追雨風聞
於前有之者小頭可為越度事
足軽病死代実子之分井由緒有之筋目之足軽之せかれ等ニ候者少々未熟ニ候共棟取中江及永
談可請指図候事
才許之内変事有之節之取捌方兼市旧例承合置可申事
足軽病人御横目足軽指添見分申渡候間病体悉遂吟味可申事
是以後小頭在江戸等之節諸才許足軽之外急才許小頭申渡候条才許用取暁者只今迄之通諸才
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許為相勤寄l場江可達品者急才許取暁可申事
足軽病気ニ付番引井忌引宥病引之儀其次第棟取所宛所之書付相調小頭致奥書可指出事
但煩人等之しらへ帳面人割所ニ指置候間右帳面ニ記書付一集ニ棟取所江可指出候事
小頭弁平足軽妻子等迄宗門之儀常々致吟味置可申候無僧両派を致信仰候族之儀相改様子無
心許存儀有之候者早速無泥棟取所江可申達候事
小頭中極老ニ相成候者者裁許用之外御奉公縮セニ相勤候様申渡候人々も折々小頭詰所江罷
出割場之内相替品茂無之哉承合可申候事
変事之節足軽揃之儀為呼立申儀前々之通ニ候、且俄ニ御人多御用之節ノ"J、頭井足軽共定役懸
り之無差別口達を以呼出候条、休日之者者早速駈付可申候、或致在宅候得共御用向ニ市難罷
出趣有之候者早速割場江罷出其次第可相断使之者江申解候而者御用障ニ相成候、惣而当番
之外彼是申立速々ニ相成候者ノ\追而相赤L急度可申渡候事
足軽中他国井御領国之内御用ニ而罷越候節渡物之儀御算用借御定之通相心得取暁可申候、乍
然余荷銀を以相勤候ヶ所之内を茂日数多少ニ依而是迄之振合ニ相改候品可有之侯条、余荷所
承合不相分儀者棟取所江可申達候、則余荷渡方之儀余荷所江帳面相渡置役所々々新人之人々
者得与承合可相勤候事
足軽余荷銀春暮両度取立銀高之儀棟取所江相達詮議之上取立高可相極候、御領国之内御用
日数多相懸り或難船為御用他国江遣候之節渡方相改候事
御算用方相勤候者春暮両度御切米指出帳等之取暁是迄之通可相勤候、御家中雇通日用賃銀年
賦取立諸方御士蔵江上納方等之儀只今迄之通ニ候割場所広指出候帳面等之儀茂是迄之通可
相心得候事
足軽諸返上銀取立方春暮両度取立上納等之儀只今迄之通可相心得候、入目封賃料紙代取立
之儀茂精誠遂勘定取立可申候、少分之儀ニ可有之候得共人多之事故何廉人々日溢茂出来難計
侯条得等勘定之上可申談候事
宗門方しらへ之儀是迄之通可相勤候、御入用仕立方之儀急度随分心付着々何廉難分儀茂有之
候者其役所ニテ相悲し可申候事
足軽小頭詰所江罷出其日々御用之儀可相勤候心付之趣有之候者棟取所江可及永談候、勤向之
儀何々与難指定り候条不時御用等有之節者棟取所広可申談候条無違背可相勤侯事
右之条々急度相守可申候、各裁許有之人々ニ候得者御泰公勤方者勿論第一平生自分之慎方少
茂狼成身持有之候而者才許縮方不帝L届候条厳重ニ相心得可申候、且又於江戸表御小屋暮方
等ニ至迄兎角才許之人々江慎方申合御奉公入情為仕御用ニ相定候様可有指引候以上
天明玉年十月 奉行所
惣小頭中
追加
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是以後足軽余荷銀来午ノ年B取立方指止可申候、依之歳者日数五日迄懸り申遠所御用者組々
順番ニ市相勤、渡物無之一組切之余荷達仕儀者不及食忘候、或者手先江懸渡在之者組順番
均三市無之手先S之御用ニ而誓者津幡辺迄茂罷越申儀有之候而茂以来余荷銀等之渡方無之候、
若御供御用ニ市二三日達所江罷出申儀有之節者其節被下方相極可申候
日数六日以上之御国之内江罷出申御用向尤組順番ニ而相勤従御上壱人ニ壱匁宛被下筈壱匁之
外宿賃等之御沙汰無之候開人々其覚帳を以相勤可申候事
御領国之内中早歩之飛脚御用相勤候者被下方只今迄之通外余荷之沙汰無之事
是以後足軽方広料紙代壱人広春ー度五厘宛鳥目ニ市取立組々小頭諸切手を以棟取所江可指
出候人割方料紙油等不足之価ニ相渡申筈於棟取所取捌申事
京・大坂・大津等詰人所々引越為人以来尤組々順番ニ而可致遣都而以後者余荷銀相渡申間敷
候、依之京・大坂・大津等当時詰人来年罷帰申節可受取余荷銀壱貫九百八拾目之分者来三月
惣足軽B為余荷可申、以後者余荷銀之沙汰無之事
御横目方足軽・野迫御用盗賊改方足軽・御都廻御用・御都方山廻御用足軽・辰巳水送道廻御用
足軽、此分一組切ニ茂余荷之沙汰一図無之事
他国御使御用相勤申者者路銀是迄御定之通被下外ニー里弐分五厘之馬銀被下筈、中早飛脚歩
之御用ハ路銀之外一里三分五厘高銀被下筈、或難船御用杯者御定之路銀之外壱入ニ三百
目宛御賃渡被遣罷帰候上返上分指上可申候、上納延引相成候者本人ハ勿論才許小頭共迷惑
可被仰付候事
右之通以来被仰付、依之足軽是以後御当地江戸表ニ而茂小袖上下御合紋之外御貸羽織袴
御指止ニ候条、地他之無差別以来御供御用井御献上物等才領御用都而只今迄羽織袴御渡之
御用向相勤申節下品之縮草黒羽織小倉袴忌用仕相勤節可申候、袴之嶋柄大嶋類者着用仕間敷
小倉袴色合者御貧着無之候、以来足軽被召抱候時分右之組定羽織袴ニ而可罷出候
今般御貸羽織袴御指止ニ付来年之端午迄者当時在物ニ而御貸渡可有之、端午之時節後者一
図御貸渡無之御用意仕間敷候、端午以前ニ自分用意出来着用仕者勝手次第之事
右之通足軽組々御定従
中将様被仰出候条急度相守可申事
巳十一月
是以後足軽 御城内雪除等御用之節人多ニ相集申儀故為縮方小頭中可罷出掃除才許足軽B
下シ方除方等之儀申談、或縮方指引を噺り申者於有之者曲事可被仰付候条、兼々才許之人々
江急度可申候事
是以後割場囲之内雪除雪下シ割場詰人等之足軽小頭を以為相弁候様被仰渡候問、雪之様子当
番之小頭見斗人割所小者所江及永談小頭中罷出除方下シ方之可有指引事
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足軽只今迄町人請人立置候得共御縮方ニ茂難成候ニ付今般夫々御達申右請人ハ指止由緒一
類附指出候節一類之内ニ市茂又ハ他之者ニ市茂御家人ニ市無之者両人由緒一類附之奥書為
仕本人、若故障有之候者万端引請取捌候趣縮方仕其上小頭両人加奥書置可申候、尤由緒請
等之者指支候節都市同組之者引請取捌可申事
(以下この頁余白)
「小者裁許御人仕方提J
今般審i場御改法被仰出候ニ付小者裁許是以後定役弐拾壱人ニ申渡候、然上者御当地於江
戸表才許人壱人役ニ相成申儀も可有之、壱人ニ相成候節者病気故障才許用指支申瑚者壱人宛
外同役之内広指加り才許用可弁事
弐拾壱人之内拾壱人御当地ニ罷在、拾人江戸表江可相詰、若三人組ニ而指支候儀有之時者
取斗之儀者棟取者江申談置候事
是以後小者上裁許指止候事
小者共才許方之儀者兼々申渡置候通可有才許、然上者其方中勤方之趣拙者共見分之上足軽
小頭等ニ相撰候儀一通り定役之者共之内相撰候問者様子有之事
小者共器量人柄見立之心得可有之儀因ミ之趣を以諸事御奉公ニ懸渡候撰方於有之者急度御
札可有之事
是以後惣小者名目左之通
割場附小者小頭
右同断本小者 但只今迄割場附小者之分
右同断小遣小者 但只今迄新子遣小者井小遣小者之分
割場附本小者御宛行壱人半扶持、御給銀百目之事
但只今迄九拾巨御給銀被下候者ハ追市百目ニ御直シ可被下候事
割場附小遣小者之分者御宛行壱人扶持、御給銀八拾目之事
但只今迄七拾目御給銀被下候者八拾目ニ被仰付筈之事
是以後二品之小者御扶持方御給銀請取方、御給銀ハ春三ノニ、暮三ノ一両度ニ請取可相渡候、
御扶持方米者毎月中勘請取、翌月本勘指引可仕候事
但今般新ニ組入之者唯今迄御扶持方米春暮両度請取候ニ付、当十一月請取方之儀者下々
心当ニ到置候儀故、是迄之請取方之通可相渡、依之来正月廿九日迄ニ右新組入之者之内
江戸表江指遣候ハ\請取候地扶持方米返上之儀小者才許取捌可申候、新組入小者之内
江戸表B罷帰候者者一統小者御扶持方米請取方之通相心得可申事
只今迄之小遣小者被指止惣様小者之名目二品ニ被仰付候条、当時小遣小者小頭・小者小頭
江折込為相勤可申候御宛行之儀者外小者小頭同様ニ可被仰付候事
割場附小者者五尺三寸五歩以上之者、十五歳B三十歳迄之者相撰可申、小遣小者者五尺弐
寸以上、歳右ニ准御定之通相心得撰方珊偉抹有之間敷事
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小者小頭惣員数弐拾壱人ニ相極、江戸表江為相詰候儀者小者才許之通ニ御人割合可為相詰、
尤一組江片寄不申様御人配り可仕事
小者老人弱者共召仕方只今迄小者才許中仕イ方之儀随分宜敷相見へ申候、以来尚更是迄之振
合ニ相違有之間敷候、就中只今迄諸方定当分ニ御人懸渡候ヶ所是迄者七組ニ一組切之持役
所相建置候ヶ所有之候、以来者一組切之持役所ニ相立候義ノ、指止七組順番ニ相廻シ御人入
替可申候、右順番立方不順ニ無之仕法各詮議之上可書出候、且御人入替候節一時ニ相成不申
様入替候仕法茂立置可申候事
御人懸方等之儀者奉行所!.5111ニ可申渡全(詮カ)議筋有之儀者棟取所江申達可有詮議、或奉
行人初棟取所広申談候品口達等之趣者各手前ニ申送帳椿置申談候名前茂書記置可申事
諸方御人渡方押紙面等見違不申様兼々心懸可申候、且御人渡方於其先々相向不申者、或持方
等之御用有之儀其御用筋随分心懸致詮議ヶ所帳面等ニ排置可申事
極老ニ罷成立替奉願候者才許人棟取所迄召連年齢等相来L本人書付ニ才許加奥書棟取所迄可
指出候、病気ニ而立替願仕棟取所江茂難召連病病之者ハ才許人ニ外足軽小頭壱人指添為懸
見分候条書付才許人奥書之上立会候小頭茂加奥書棟取所迄可指出候、小者病死仕候者ノ、才
許人見届ニ可罷越事
小者被召抱候節縮方之儀只今迄之通可相心得右身縮紙面等才許人預り置可申候、被召
抱候儀拙者共寄於縁類棟取中B可申渡候事
是以後小者大割書指止候事
七組折込無役之小者日成御用ニ召仕候節一日百人之御人高ニ三拾五人為休可申候割合ニ相成
半タ之分者取捨可申事
但此休日為致方不順無之様才許人共相互ニ可致吟味事
諸方江御人相渡ス内御召馬沓篭持之分者壱年代ニ指替可申候、右御用小者者於御厩御仕着
請取方有之者ニ候条、右御仕着渡方時節を見斗懸替可申事
加御馬捕之分者十ヶ月余全相勤者者江戸表江指遣順五人繰上候市指遣可申候、着十ヶ月之内
煩等ニ市当分代相渡候者、前後十三ヶ月以上相勤候者五人繰上候事
惣小者相煩候瑚可成たけ休日之者B為仕リ、然共難罷出段及断候者断之 13 1.5'五日ハ用捨当病
ニ相立日払ニ名前記置可申日数六日ニ満候者才許人罷越可懸見分、其節御横目足軽為指添病
気ニ相違無之候得者、煩ニ相立置十一ヶ月迄ノ、煩ニ仕置可申、十二ヶ月満候者御段指遣可申
候、惣而煩人共毎月三度宛才許人足軽小頭相添病体懸見分委曲棟取所迄可及断候、煩人帳
面ニ書記置拙者共致印章置可申候、只今迄之不参銀指止申事
(この項貼り紙あり、左の通り)
小者煩見分病気ニ而引越罷在者之儀ニ付宅市詮議之趣有之候間煩届之者承届、以来名
前所付小紙ニ調人割方役所江罷出候御横目足軽江可申達事
惣小者諸方江定当分ニ懸渡候御人高帳一冊品紙少々除置致口張〆日ロ張等場印請可申増減度
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毎ニ晶紙之所ニ懸落〆日相改場印を請可申候此〆日を以日払無役高相しらへ可申候、右帳面
毎月一冊宛改置一ヶ年ニ満候者十二冊合冊ニ仕口張等相改後年之しらへ方ニ仕様仕置可申事
日々御人払中折紙二ツ切ニいたし継立別紙草案之通可相心得、日々継立場印請一ヶ月分惣〆
日場印請置一連ニ仕拾二ヶ月分右合冊帳面与一集仕置可申事
是以後御人多御用之節者諸役所引揚之儀、只今迄之通平日御人不足之分日用代小者休日之者
より次第壱人一日六分宛御雇料被下召仕可申候、右御雇料中勘先達而其方中江相渡置候条御
雇ニ罷出候小者江即座ニ相渡日々決算可致置候、算用方之儀草案之通相心得可申候事
是以後茂只今迄之通七組御当地有人高定当分入払残り無役之者御人高組分帳草案之通請払
場印之請置可申、才許人共相互ニ致吟味偉抹有之間敷候、若無念有之候者しらへ候者迷惑可
申渡候此帳面茂前候ニ申渡候合冊之帳面与一集ニ致置可申事
只今迄無役之者明日之懸割一組切才許人共於宅取捌候儀指止、以来ノ、無役之者七組折込割
場江罷出有之当番之小者才許広懸割可仕老人弱者之懸方随分可懸詮議候無役之小者名前御
改法前日指出其後増減無間違小者所江可相達候事
当時小者小頭都合九人罷在候ニ付右九人之者之外為世話役小者七人為主付昼夜割場江為相
詰御雇人等惣体為御用揃刻限しらへ方為仕可申事
御子様方御輿籍其外急切詰人等惣而小者所江相渡候小者之分者別帳ニ記相渡候事
割場之内泊り番小頭弁御横目足軽之夜具持之儀者右急切之内ニ而為勤可申候、御人払ニ相立
申間敷候事
都市帳面共写仕茂停止之事
是以後諸方懸紙面を以御人払算用相立可申候、依而諸方仕ヒ切手取申ニ不及候事
小者家内病人有之宥病不仕候而ハ不叶趣候者才許人相札候上相願候者本小者・小遣小者共日
数十五日之内宥病引承届可申事
御手人役小者日用入交懸渡在之ヶ所帳面一冊棟取所江指出日々留書所承合増減相改可相渡事
小者所切之小役割之儀者才許人共申合可相勤、無急有之候者惣才許人可為迷惑事
土清水御鮒小遣小頭同小者共其方中当番15可有才許事
今般御改法以後場立分ニ不限詰手合江相渡置候ヶ所之内御人多ニ相見へ申分時々内分懸吟
味棟取所江可申断候事
諸方広人懸不申来割場詮議ニ市小頭両具持等指出候儀有之節者何御用何人指出申段帳面を
以拙者共江及断承届之印章取置可申事
拙者共退出後、拙者共井割場役人江之御用使人割所申談荷様ニも相弁可申候、指支候節者割
場小遣之内召仕可申候、且夕方ニ相成御人指支日用入申程之節ノ\右小遣之内三四人も見斗引
揚召仕可申事
右之条々急度相守、若同役之内心得違之体有之才許人共広断延引ニ相成外広及承ニおゐてハ
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武谷嘉之
年切有之才許人本人同様之迷惑ニ可被仰付候条厳重ニ相心得可申候ヶ条ニ相洩申儀、追市書
加相渡儀有之候者場印請置可申候、帳面紙不足ニ相成足紙口張均三相改候瑚者拙者共前勿而
相改可申候以上
天明五年十月 奉行所
小者裁許中
追加
小者小頭壱人宛昼夜為相詰御人懸方為致指引可申事
新入之小遣小者、新小遣小者江折込候上者勤方尤可為同様事
急々御人御用之節者定役当分懸り諸手合江相渡置候者之無差別口上使を以罷出候様可申渡、
右使之者江可断品々申解之儀承届申間敷候、人々罷出候市外御用有之品々其方中江申断筈在
宅仕候而不罷出は於有之者可有吟味候事
是以後一ヶ月三度御域内外雪除御用被仰付候条、左之通見斗ひ御雇申談雪除御用可申渡
候御城内之分者足軽江被仰渡候問、除捨御用之ため小者少々指加可申小者之儀者御域
外市巳ニ候間小者小頭弁世話役之小者指引ニ可罷出候、尤掃除才許茂罷出除方之様子申談筈
ニ候、旦雪之様子見斗ひ左之ヶ所一時ニ引揚申儀ニ而茂有之間敷、一ヶ月三度之図りニ引合
可申候、泊番茂有之儀ニ候者触渡之節朝六半時揃之趣ニ可申談候事
{[只今ヶ所ニ相洩申分、且追市当分ニ懸渡候ヶ所出来候者雇方見斗ひ可申遣候事
是以後壱尺余之除雪之節指懸り候掃除才許B御人懸申談三拾人迄ハ拙者共江無断可相渡御
人払場印請候節其段可申断候、依而壱尺余除雪之節三拾人之御人手早り御用急仕置可申連日
相渡候儀ニ市ハ無之候、或大雪除後様子茂違ひ申儀有之候者此儀掃除才許江可申談候
是以後 御域内外雪除雪下シ御用人多ニ相集り候節為縮方小者小頭セ話役等之者罷出候者
之指引方、或掃除才許足軽申談候儀等噺り申者於有之ハ曲事可被仰付候条兼々急度可申渡
置事
(以下この頁余白)
